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大阪版食の安全安心認証制度（案）の概要





目　　的





事業者が自ら行う積極的な衛生管理、コンプライアンス及び危機管理の取り組みについて、一定水準以上にあると認められる施設を認証することにより事業者の取組みを支援し、府民の食の安全と安心の確保に資する。





特　　徴





効　　果





事業者





消費者





行　政





・認証を取得することで、食の安全安心の取組みについて府民からより客観的な評価が得られる


・自主点検により、自己改善の促進が図られる


・コンプライアンスへの取り組みも評価されることで、社会的信頼をより一層得るための事業者行動や倫理規範の向上を誘導できる





・認証施設が公表されることで、食の安全安心をより考慮した消費行動を行う上での選択肢が増える





・事業者の自主的取組みを奨励することで、府民の信頼をより確保・向上できる


・事業者、消費者及び行政の相互理解が深まる








認証の仕組み





④ 認証機関審査委員会により、適格性を審査





書類審査





認証の有効期間


（２年間・更新制）





認証書・マークの交付





認証決定





① 事業者


申請条件(自主点検の結果、認証基準※3の80%以上適合すること)





認証施設の


報告





認証基準等の作成


認証機関の指定


認証制度のPR








実地審査





⑤ 大阪府














審査会





＜審査＞





事業者は府が定めた認証基準に基づき、自主点検を実施


事業者の審査及び認証は、府が指定した認証機関が実施


認証機関の指定にあたっては、外部委員で構成する「認証機関審査委員会」が適格性を審査


認証された施設は府も公表し、府民に周知





【① 認証の対象となる事業者】


・府民の身近な飲食店から、食品製造業まで幅広く対象とする　（府内約10万施設）








【② 認証機関の要件】


・公益社団法人又は公益財団法人


・食の安全安心に関する事業活動の実績があること


・当該認証業務を行うのに十分な専門能力があること


・適正な運営ができる組織体制があること





【③ 審査員】


・食品衛生監視員又は食品衛生管理者になり得る資格を有し、食品衛生の実務経験が5年以上あり、かつ大阪府が実施する講習会を修了した者








【⑤ 大阪府の役割】


・認証基準・認証マークの作成


・認証機関の指定、監督指導


・認証取得施設の公表　


・認証制度の積極的なＰＲ





認証マーク※1





認証施設の公表





③ 審査員が実施





申請


手数料








② 認証機関





【④ 認証機関審査委員会】


・大阪府食の安全安心推進協議会の委員等で構成





指定（期間５年間）





監督指導※2



































資料 ７－１





※3　認証基準　衛生管理、コンプライアンス、危機管理に関する合計７０の審査項目を設定済。法令で規定されている基準項目を超えての、事業者の積極的な取組み内容を中心に評価。





※2　監督指導　府は認証機関に対し認証業務が適切かつ公正に実施されていることを毎年監査し、認証機関審査委員会に報告。また、必要があると認めるときは、指示し、理由なく拒みまたは虚偽の報告を行った場合は指定を取消す。





※1　認証マーク　おいしく食べてみんな笑顔になるために、食の安全安心に取り組んでいる大阪の事業者の「真心」を表している。この制度の趣旨に賛同された料理人の林　繁和氏が、ボランティアでデザインいただいたものを元に、大阪府が製作。








申請事業者からの手数料を財源に実地審査等を行い、認証。








